
派遣先所属  福島県企画調整部文化スポーツ局生涯学習課 

氏   名  川端 友貴（かわばた ともたか） 

派遣期間  令和２年４月１日～令和３年３月３１日 

 

１ 派遣業務の内容、現況 

 

派遣先の福島県生涯学習課では、主に令和２年９月２０日に開館した、東日本大震

災･原子力災害伝承館（以下「伝承館」）に関する業務を行っています。 

伝承館は、福島県が経験した地震・津波及び原子力災害という未曾有の複合災害の記

録と記憶を後世に継承するための拠点であり、約１７０点の震災関連資料の展示に加

え、語り部講和やフィールドワークやワークショップ等の団体向け研修プログラムを実

施しています。平成２９年３月に基本構想が策定され、平成３０年度に工事の着工、令

和２年５月に竣工という長い道のりを経て、先日開館を迎えました。 

開館後は、連日たくさんの方に来館いただいています。 

 

【東日本大震災・原子力災害伝承館 外観】 

 

その他当課では、池上彰氏を特別講師としてお迎えするジャーナリストスクールや、

ふくしま海洋科学館（アクアマリンふくしま）の管理等も行っています。 

生涯学習課の職員は、現在課長以下９名で、うち他県からの派遣職員は私１人です。

平成２９年度から埼玉県の職員が在籍しており、私で３人目となります。 

担当業務は、伝承館に係る工事関係事務、周辺環境の整備及び指定管理に関する業

務、福島再生加速化交付金の予算管理、ふくしま海洋科学館の指定管理に関する業務全

般です。 



具体的には竣工を迎えた建物の各種届出の作成や建物

登記の手続き、施設運営のためのＬＡＮ回線整備や道路

案内看板の製作委託、必要な物品の調達等を行っていま

す。県外へ伝承館をＰＲするために、東京都復興支援対

策部の福島県事務所や九都県市（埼玉県・千葉県・東京

都・神奈川県、横浜市・川崎市・千葉市・さいたま市・

相模原市）へ広報協力の調整も行っています。 

指定管理に関する業務では、東日本大震災・原子力災

害伝承館条例施行規則を策定しました。開館日には当課

の職員も応援に行き、受付等の事務を手伝いました。開

館前後には突発的な業務も多く、新しい施設の立ち上げ

の難しさにも直面しましたが、貴重な経験をさせてもら

っていると感じています。                  【伝承館 チラシ】   

ふくしま海洋科学館は年間来館者数６０万人を目指す人気水族館であり、今年で開館

２０周年を迎えました。今年度は２本の工事設計委託に加え、施設の長寿命化のため、

施設全体の劣化調査を行い、中長期的な修繕計画を作成します。 

また、全国からの応援職員の特集で、福島放送のふくしまスーパーJチャンネル「ふ

くしま ここが知りたいデス！」に出演しました。 

（http://www.kfb.co.jp/tv/jch/fukushima-know/2020/08/30/017239.html#017239） 

 

２ 被災地の復旧･復興の状況 

 

 東日本大震災からまもなく１０年が経過します。普段生活をしている福島市をはじめと

した中通りでは、震災の影響を感じることはほとんどありません。 

 一方、伝承館の所在地でもある双葉町を含む浜通りでは状況が全く異なります。通行禁

止となった道路や、積み上げられた瓦礫や除染土嚢、震災当時のままの状態で残る施設、

住民がいない街の光景には言葉が出ませんでした。 

 双葉町でも、ＪＲ双葉駅から伝承館のある中野地区復興産業拠点までは避難指示が解除

され、自由な行き来ができるようになりましたが、これも今年３月のことです。それまで

は出張のたびに通行の許可を取る必要があったようです。その他の地域は、今でも帰還困

難区域とされ、住民はまだ帰ることができません。 

 埼玉にいる時には、震災や原発事故の現状、その後の復興状況についての情報はなかな

か入ってきませんでした。帰宅困難区域という言葉は知っていても、そこがどんな現状で

あるかイメージすることまでは難しかったように思われます。福島県では、日々ニュース

の中でも復旧・復興が取り上げられ、現在進行形の出来事であると肌で感じています。 

 

http://www.kfb.co.jp/tv/jch/fukushima-know/2020/08/30/017239.html#017239


３ 被災地へ派遣となって感じたこと 

 

 所属する企画調整部では、１０名の派遣職員（他県８名、民間２名）がおり、派遣職員

等との意見交換会が年２回開催されます。そこでは東京や三重、沖縄からの職員や民間企

業からの職員の意見も聞くことができ、同じ県庁でも組織体制や仕事の進め方に大きな違

いがあることに驚きました。 

また、福島県庁はお昼のお弁当販売が非常に充実していて、毎日４～５業者が巡回で販

売に来ます。お寿司がほぼワンコインで食べられることに日々感動しています。 

私生活では、年度前半は新型コロナによる影響で、思うような外出ができませんでした

が、徐々に県内の観光地に足を伸ばしています。雄大な自然や温泉地、会津等の歴史ある

町並みが有名な福島県ですが、復興の過程で新たにオープンした施設やお店が増えている

ところも魅力です。 

 

 

【猪苗代町 猪苗代湖】 

日本国内で 4番目に広い湖。道中は猿や猪

に遭遇することもあります。 

 

 

【福島市飯坂町 餃子照井】 

福島名物の円盤餃子。先日、バナナマンの

番組でも紹介されていました。 

 

【田村町 あぶくま洞】 

8,000万年という歳月をかけて創られた大

自然の造形美は圧巻です。 

 

 

【双葉郡川内村 カフェ アメィゾン】 

2016年 11月オープン。タイの大手コーヒ

ーショップ日本１号店です。 


